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荷重刺激

荷重刺激と
ヌクレオプロテインの併⽤

廃⽤性筋萎縮

荷重刺激のみ

(Nakanishi, 2016)免疫組織化学染⾊を蛍光顕微鏡にて撮影

(Nakanishi, 2016 Nutrition Research)

ATPase染⾊を⾏い，光学顕微鏡にて撮影

廃⽤性筋萎縮からの回復には⻑期間を
要することがわかっています．
そこで，ヌクレオチドとタンパク質を
含む『ヌクレオプロテイン』を摂取
することで 回復過程が促進するかを
検証します．

背景

今回の結果よりリハビリテーション⼿法の
⼀つである荷重刺激とヌクレオプロテイン
を併⽤することで早期回復を促すことが
でき⽇常⽣活動作の早期獲得につながる
可能性がある

研究を⾏う意義

ヌクレオプロテインの摂取は不活動後の
回復過程を促進させる

結論



ヌクレオプロテインが不活動に伴う⾻格筋萎縮に与える効果

不活動

ヌクレオプロテイン

廃⽤性筋萎縮

これまでの研究においてヌクレオプロテ
インは⾻格筋の筋原線維タンパク質の合
成を促進することがわかっています．⾻
格筋は筋原線維タンパク質の合成と分解
のバランスを制御することで萎縮や肥⼤
させることがしられています．
そこで，不活動期間にヌクレオプロテイ
ンを摂取することで筋原線維タンパク質
の合成を促進し，⾻格筋萎縮を予防でき
るのではないかと考え検証します．

背景

今回の結果より栄養補助⾷品であるヌクレ
オプロテインを摂取することで⾻格筋の萎
縮を予防することができ⽇常⽣活動作の早
期獲得につながる可能性がある

研究を⾏う意義

ヌクレオプロテインの摂取は筋原線維タン
パク質の合成を促すことで不活動に伴う⾻
格筋萎縮を予防することができる

結論

萎縮予防

(Nakanishi, 2021 Experimental Physiology )

ヌクレオプロテイン

p70S6K rpS6筋原線維タンパク質の
合成指標

筋線維横断⾯積の萎縮予防

特異的タンパク質発現をウエスタンブロット法にて確認


